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Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
の
占
領
直
後
か
ら
約
六
ヶ
月
間
の
活
動

〔
要
旨
〕
一
九
四
五
年
十
月
二
日
連
合
国
公
衆
衛
生
福
祉
局
に
看
護
課
が
設
置
さ
れ
、
オ
ル
ト
課
長
に
よ
っ
て
様
々
な
看

護
改
革
が
行
わ
れ
た
。
本
研
究
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
公
衆
衛
生
福
祉
局
発
行
の
《
ロ
邑
己
。
胃
且
》
・
弓
①
鼻
ご
画
呈
の
言
》
を
中
心
に

解
読
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
の
占
領
直
後
か
ら
約
六
ヶ
月
間
の
活
動
内
容
を
実
証
し
以
下
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

１
、
看
護
課
オ
ル
ト
課
長
の
来
日
直
後
の
日
本
の
看
護
に
対
す
る
評
価

２
、
東
京
近
郊
の
看
護
教
育
機
関
の
調
査

３
、
看
護
職
能
団
体
結
成
に
向
け
て
、
早
い
時
期
か
ら
の
援
助

４
、
看
護
教
育
審
議
会
の
発
足
時
の
状
況

５
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
設
立
及
び
看
護
婦
再
講
習
会
が
看
護
教
育
審
議
会
で
初
め
て
検
討
さ
れ
た
時

の
状
況

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
Ｇ
Ｈ
Ｑ
史
料
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
、
占
領
直
後
、
オ
ル
ト

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
七
巻
第
二
号
平
成
十
二
年
一
月
七
日
受
付

平
成
十
三
年
六
月
二
十
日
発
行
平
成
十
二
年
九
月
十
六
日
受
理

城
丸
瑞
恵
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（
５
）

解
読
す
る
史
料
は
Ｐ
Ｈ
Ｗ
発
行
の
Ｄ
Ｊ
と
Ｂ
Ｗ
で
現
在
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
化
さ
れ
国
立
国
会
図
書
館
で
閲
覧
可
能
で
あ
る
。
熊
田

は
、
こ
れ
ら
の
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
「
占
領
政
策
実
施
段
階
の
状
況
と
、
そ
れ
が
逆
に
政
策
決
定
に
与
え
る
影
響
」
及
び
「
占
領
下
の
各

分
野
・
各
レ
ベ
ル
（
個
人
・
団
体
・
企
業
レ
ベ
ル
を
も
含
め
て
）
に
お
け
る
日
本
国
内
の
状
況
を
調
査
・
研
究
す
る
う
え
で
高
度
の
史
料
的
価
値

一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
、
日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
国
に
な
り
、
連
合
国
の
占
領
下
に
お
か
れ
た
。
実
際
に
は
ア
メ
リ
カ
主
体

の
占
領
政
策
が
大
規
模
に
遂
行
さ
れ
、
そ
れ
は
医
療
・
看
護
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
四
五
年
十
月
二
日
連
合
国
の
一
機
構

と
し
て
連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
公
衆
衛
生
福
祉
局
弓
号
胃
国
①
巴
讐
四
且
雪
①
【
閏
①
艀
昌
。
具
の
国
Ｃ
扇
。
Ｐ
回
以
下
Ｐ
Ｈ
Ｗ
）

（
１
）

が
設
置
さ
れ
た
。
局
長
に
は
サ
ム
ス
合
国
ぎ
ぎ
ａ
国
留
日
の
）
が
任
命
さ
れ
、
一
九
五
一
年
五
月
に
辞
任
す
る
ま
で
の
約
五
年
八
ヶ
月
に
わ

た
っ
て
、
占
領
期
日
本
の
医
療
・
福
祉
政
策
を
主
導
し
た
。

一
方
、
看
護
に
お
い
て
は
Ｐ
Ｈ
Ｗ
内
に
看
護
課
（
ｚ
昌
凰
侭
鈩
廟
肖
の
目
ぐ
国
○
ロ
南
国
言
雨
国
Ｑ
ｇ
Ｐ
国
が
設
置
さ
れ
、
初
代
課
長
に

（
２
）

オ
ル
ト
（
⑦
国
８
国
旨
号
①
ｓ
ど
こ
が
赴
任
し
た
。
当
時
の
関
係
者
、
ま
た
看
護
史
の
研
究
者
は
、
オ
ル
ト
課
長
の
下
で
看
護
制
度
と
看
護

（
３
）

教
育
の
改
善
が
な
さ
れ
、
今
日
の
看
護
制
度
の
原
形
を
形
成
し
た
と
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

（
４
）

し
か
し
Ｇ
Ｈ
Ｑ
史
料
が
、
日
本
で
利
用
可
能
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
八
年
か
ら
で
、
占
領
期
全
般
に
渡
っ
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
の
看
護
改

革
を
Ｐ
Ｈ
Ｗ
発
行
の
第
一
次
史
料
《
口
昌
ご
○
昌
目
一
ゞ
（
以
下
Ｄ
Ｊ
）
《
弓
①
鼻
ご
團
扁
旨
》
（
以
下
Ｗ
Ｂ
）
に
基
づ
い
て
事
実
を
積
み
重
ね
て

い
く
作
業
が
十
分
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
の
改
革
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
足
が
か
り
と
し
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
史

料
の
Ｄ
Ｊ
と
Ｗ
Ｂ
を
中
心
に
解
読
し
、
占
領
直
後
か
ら
約
六
ヶ
月
の
活
動
を
経
時
的
に
実
証
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
。

一
、
分
析
史
料

は
じ
め
に
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一
九
四
五
年
二
月
十
日
に
ア
メ
リ
カ
陸
軍
省
民
事
部
か
ら
〔
Ｑ
皇
少
展
尉
国
回
国
号
８
房
あ
円
号
国
困
勺
号
胃
国
①
國
与
シ
己
母
国
目
‐

９
口
．
が
発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
占
領
地
域
の
民
政
を
担
当
す
る
軍
政
官
に
占
領
国
の
基
礎
知
識
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
占
領
前
に
ア
メ

リ
カ
が
日
本
の
保
健
医
療
分
野
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
た
か
の
手
が
か
り
と
な
る
。
こ
の
中
の
第
三
項
《
旨
＆
旨
巴
四
目

（
７
）

詞
堅
胃
＆
○
胃
の
》
に
医
療
職
に
関
す
る
項
目
が
あ
り
看
護
に
つ
い
て
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
以
下
そ
の
要
点
で
あ
る
。

産
婆
（
一
九
四
七
年
助
産
婦
に
改
称
ｌ
筆
者
）
日
本
に
お
い
て
産
婆
は
二
○
歳
以
上
で
あ
り
、
産
婆
の
通
常
の
試
験
に
合
格
す
る
か
、

講
習
所
の
課
程
を
卒
業
、
あ
る
い
は
内
務
大
臣
が
指
定
し
た
学
校
の
卒
業
生
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
産
婆
数
は
五
九
、
五
六
○
人
で

（
６
）

が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
杉
山
は
こ
れ
ら
の
史
料
が
十
分
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
問
題
関
心
の
あ
る
史
料
を
探
し
出
す
に
は
、
「
ご
み

の
中
か
ら
宝
を
探
し
出
す
」
よ
う
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
貴
重
な
史
料
の
解
読
と
並
行
し
て
日
本
側
の
資
料
と
の
照
合
を
す
る
こ
と
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
の
占
領
期
全
般
に
渡
る
政
策
展
開

過
程
を
実
証
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
本
論
で
分
析
の
対
象
と
し
た
Ｄ
Ｊ
・
Ｗ
Ｂ
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
約
六
四
枚
で
あ
り
、
一
枚

の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
は
最
大
九
八
枚
の
文
書
が
収
納
さ
れ
て
い
る
。

保
健
婦
に
な
る
に
は
特
別
な
養
成
課
程
が
必
要
で
あ
る
。
約
五
、
○
○
○
人
が
学
校
、
工
場
、
児
童
福
祉
施
設
に
勤
務
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
看
護
婦
・
産
婆
・
保
健
婦
の
資
格
取
得
方
法
と
実
数
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
助
産
婦
の
資
格
取
得
に
つ
い
て
は

二
、
占
領
前
の
評
価

看
護
婦
看
護
婦
は
十
八
歳
以
上
の
女
性
で
通
常
の
看
護
婦
の
試
験
に
合
格
す
る
か
地
方
長
官
に
認
可
さ
れ
た
養
成
機
関
を
修
了
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
九
三
七
年
に
お
い
て
全
国
の
看
護
婦
数
は
一
二
四
、
四
○
二
人
で
あ
り
、
人
口
一
万
人
あ
た
り
一
七
・
四
六
人

↑
め
る
。

の
割
合
で
あ
る
。
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オ
ル
ト
は
、
一
九
四
五
年
九
月
二
九
日
に
東
京
に
到
着
し
た
。
そ
の
四
日
後
の
十
月
二
日
（
十
四
時
十
五
分
か
ら
十
六
時
三
○
分
）
に
パ
ー
タ

ー
弓
昌
目
／
日
本
で
の
役
割
は
不
明
）
と
共
に
厚
生
省
を
訪
問
し
、
当
時
公
衆
保
健
局
保
健
所
課
に
所
属
し
て
い
た
金
子
光
か
ら
、
看
護

婦
・
助
産
婦
・
保
健
婦
数
、
保
健
婦
養
成
機
関
数
（
公
立
・
私
立
が
お
よ
そ
半
数
ず
つ
）
、
保
健
所
数
、
保
健
婦
の
養
成
課
程
が
三
コ
ー
ス
あ
る

（
８
）
（
９
）

一
九
一
○
年
の
「
産
婆
規
則
改
正
」
の
内
容
が
、
ま
た
看
護
婦
の
資
格
取
得
に
つ
い
て
は
一
九
一
五
年
「
看
護
婦
規
則
」
の
内
容
が
該
当
す

（
川
）

る
。
実
数
に
つ
い
て
「
医
制
八
○
年
史
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
数
と
対
照
し
て
み
る
と
、
産
婆
数
は
一
九
三
五
年
の
数
字
と
一
致
し
て
い
る

が
、
看
護
婦
数
は
一
九
三
七
年
で
一
二
四
、
六
九
七
と
な
っ
て
お
り
若
干
の
相
違
が
あ
る
。
保
健
婦
の
資
格
取
得
に
関
し
て
は
、
一
九
四
一

（
Ⅱ
）

年
の
「
保
健
婦
規
則
」
を
基
に
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
「
保
健
婦
規
則
」
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
「
保
健
婦
」
と
い
う
職
種
が
公

的
に
成
立
し
、
十
八
歳
以
上
の
女
性
で
、
地
方
長
官
の
施
行
す
る
保
健
婦
試
験
に
合
格
後
三
ヶ
月
以
上
規
定
さ
れ
た
業
務
を
行
っ
た
も
の
、

あ
る
い
は
厚
生
大
臣
の
指
定
す
る
学
校
、
講
習
所
を
卒
業
し
地
方
長
官
か
ら
免
許
を
与
え
ら
れ
た
も
の
に
対
し
て
資
格
が
与
え
ら
れ
た
。
実

（
皿
）

数
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
制
定
時
に
免
許
を
得
た
の
は
、
七
、
七
二
○
人
で
相
違
が
あ
る
。
《
Ｑ
邑
崖
爵
尉
国
回
国
烏
８
厨
》
に
は
、
公
衆

衛
生
に
関
し
て
多
く
の
詳
細
な
報
告
が
さ
れ
て
い
る
が
、
看
護
職
、
特
に
産
婆
・
看
護
婦
に
関
す
る
情
報
は
少
な
い
。
こ
の
背
景
に
あ
る
の

は
、
厚
生
省
が
当
時
最
も
重
要
視
し
て
い
た
の
が
富
国
強
兵
政
策
の
一
環
と
し
て
の
母
子
対
策
と
結
核
対
策
で
あ
り
、
そ
の
役
割
を
担
っ
た

（
Ｂ
）

の
が
保
健
所
と
保
健
婦
で
あ
っ
た
為
、
日
本
側
に
お
い
て
看
護
婦
・
産
婆
の
十
分
な
実
態
把
握
が
な
さ
れ
ず
、
ア
メ
リ
カ
も
収
集
す
る
情
報

が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
七
ヶ
月
後
（

（
助
産
婦
）
の
組
織
化
と
養
成

し
か
し
、
そ
の
七
ヶ
月
後
の
マ
ニ
ラ
に
お
い
て
、
オ
ル
ト
は
、
宅
呂
昌
聾
胃
①
ョ
①
貝
．
を
作
成
し
、
①
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
立
、
②
産
婆

（
Ｍ
）

（
助
産
婦
）
の
組
織
化
と
養
成
、
③
看
護
教
育
と
免
許
制
を
政
策
方
針
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
間
、
オ
ル
ト
が
日
本
の
看
護
の
実
状
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
方
法
で
、
ま
た
ど
の
程
度
の
情
報
を
得
た
か
に
つ
い
て
は
十
分
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

三
、
占
領
直
後
の
評
価
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（
喝
）
（
崎
）

と
の
情
報
を
得
た
が
、
十
分
で
な
か
っ
た
為
、
保
健
婦
関
係
以
外
の
情
報
を
後
日
提
示
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。

日
本
の
看
護
に
関
す
る
情
報
不
足
を
補
う
為
に
、
オ
ル
ト
は
自
ら
現
状
視
察
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
十
月
七
日
（
十
時
か
ら
十
二
時
）
、
看
護
教

育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
す
る
情
報
を
得
る
為
に
、
オ
ル
ト
、
サ
ム
ス
、
フ
ル
ト
ン
弓
巳
８
目
、
Ｐ
Ｈ
Ｗ
病
院
管
理
課
課
長
）
ら
は
、
東
京
の
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（
囚
）

十
月
十
二
日
は
、
東
京
帝
国
大
学
病
院
を
訪
問
し
、
ベ
ッ
ド
数
・
看
護
学
生
数
．
授
業
料
な
ど
の
情
報
を
得
た
。
十
月
十
八
日
に
は
慈
恵

（
鋤
）

会
医
科
大
学
附
属
東
京
病
院
を
訪
問
し
、
病
床
数
、
看
護
婦
寮
、
看
護
婦
養
成
方
法
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
て
い
る
。
さ
ら
に
、
十
月
十
九

（
四
）
（
蛇
）
（
羽
）
（
剛
）

日
に
杉
並
保
健
所
、
十
月
二
○
日
は
宮
内
庁
病
院
、
十
一
月
一
日
都
立
病
院
、
十
一
月
二
日
に
慶
応
大
学
付
属
病
院
と
訪
問
し
て
い
る
。
そ

（
坊
）

の
結
果
、
オ
ル
ト
は
、
一
九
四
五
年
十
一
月
七
日
付
け
Ｄ
Ｊ
に
お
い
て
、
日
本
の
看
護
に
つ
い
て
そ
の
時
点
で
の
評
価
を
行
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
教
育
水
準
が
ア
メ
リ
カ
に
比
べ
て
低
い
こ
と
、
教
育
の
水
準
や
資
格
取
得
に
関
す
る
基
準
が
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
看
護
職
の
職
能
団
体

が
看
護
職
で
は
な
い
男
性
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。

以
後
、
こ
れ
ら
の
評
価
に
よ
っ
て
オ
ル
ト
を
中
心
と
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
は
、
産
婆
だ
け
で
は
な
く
看
護
婦
・
保
健
婦
も
含
め
た
看
護
職

能
団
体
の
結
成
、
看
護
教
育
水
準
を
引
き
上
げ
る
為
の
教
育
制
度
の
確
立
、
ま
た
看
護
の
質
を
高
め
る
為
の
免
許
制
度
に
関
す
る
法
律
制
定

と
い
う
目
標
を
も
ち
、
具
体
的
に
は
以
下
の
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

（
Ⅳ
）

赤
十
字
病
院
を
訪
問
し
た
（
史
料
一
）
。
そ
こ
で
看
護
学
生
の
学
習
設
備
ｌ
栄
養
学
の
教
室
、
図
書
室
、
演
習
室
、
標
本
な
ど
Ｉ
や
、

寮
を
見
学
し
、
こ
れ
ら
が
適
切
で
良
好
な
状
況
に
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
学
費
が
無
料
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い

（
咄
）

る
。
Ｐ
Ｈ
Ｗ
は
そ
の
任
務
を
遂
行
す
る
為
に
日
本
赤
十
字
社
と
連
携
を
と
る
こ
と
を
方
針
の
一
つ
と
し
て
い
た
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
も
看
護

政
策
を
行
う
上
で
日
本
赤
十
字
社
と
の
連
携
を
視
野
に
入
れ
て
お
り
、
そ
の
現
れ
が
早
い
時
期
の
視
察
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結

果
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
は
日
本
赤
十
字
社
の
看
護
教
育
に
対
し
て
好
意
的
な
印
象
を
抱
い
た
。
こ
の
こ
と
は
後
述
す
る
よ
う
に
東
京
に
看
護
教

育
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
を
設
立
す
る
際
、
日
本
赤
十
字
社
看
護
婦
養
成
所
が
対
象
に
な
っ
た
こ
と
の
因
子
の
一
つ
に
な
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
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ら
で
あ
っ
た
。
参
加
者
の
全
員
が
、
看
護
協
会
の
代
表
（
協
会
長
）
は
男
性
で
は
な
い
女
性
の
会
長
で
あ
る
こ
と
を
切
望
し
、
そ
れ
ら
を
具
体

（
恥
）

化
す
る
為
に
今
後
も
検
討
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
た
・
こ
の
こ
と
は
、
戦
争
終
結
前
の
一
九
四
五
年
五
月
に
、
日
本
保
健
婦
協
会
が
日

本
保
健
婦
会
と
し
て
改
組
し
会
長
、
支
部
長
と
も
に
男
性
が
任
命
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
の
表
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

こ
の
会
談
後
の
十
一
月
十
四
日
に
、
オ
ル
ト
は
日
本
の
保
健
婦
協
会
の
各
都
道
府
県
責
任
者
リ
ス
ト
を
入
手
し
、
全
員
が
男
性
で
あ
り
、

（
”
）

看
護
職
で
な
い
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
注
目
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
、
一
九
四
六
年
十
一
月
二
一
日
か
ら
二
三
日
に
東
京
で
開
か

れ
る
日
本
産
婆
看
護
婦
保
健
婦
協
会
設
立
準
備
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、
十
二
月
十
四
日
に
は
、
日
本
保
健
婦
会

の
非
公
式
の
会
議
が
東
京
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
会
議
に
は
、
Ｐ
Ｈ
Ｗ
か
ら
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
（
ご
ａ
○
コ
四
丘
、
Ｐ
Ｈ
Ｗ
法
律
顧
問
）
と
オ
ル
ト
が
、

（
詔
）

ま
た
三
○
県
か
ら
四
三
人
の
保
健
婦
が
代
表
と
し
て
参
加
し
、
組
織
や
規
約
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

（
調
）

大
林
に
よ
る
と
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
は
、
一
九
四
六
年
「
看
護
教
育
審
議
会
（
ま
た
は
看
護
制
度
審
議
会
、
ｚ
巨
量
眉
目
目
月
昌
○
局
５
○
目
昌
こ

を
発
足
し
、
看
護
に
関
す
る
法
律
（
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
）
制
定
を
方
針
の
一
つ
と
し
、
そ
れ
を
支
え
る
民
主
的
な
団
体
の
必
要
性
か
ら

看
護
職
能
団
体
の
結
成
を
推
進
し
た
と
あ
る
。
し
か
し
Ｄ
Ｊ
か
ら
推
察
す
る
と
、
一
九
四
六
年
の
「
看
護
教
育
審
議
会
」
発
足
よ
り
前
の
占

中
央
病
院
）

一
九
四
五
年
十
月
二
五
日
に
、
ざ

十
人
の
看
護
婦
が
到
着
し
た
が
、
参

入
の
看
護
婦
は
、
Ｄ
Ｊ
に
よ
れ
ば
、

加
藤
キ
ン
（
日
本
赤
十
字
社
中
央

①
看
護
職
能
団
体
結
成
に
対
す
る
援
助

一
九
四
五
年
十
月
二
五
日
に
、
グ
ロ
ッ
ペ
（
の
『
。
ｇ
①
、
日
本
に
お
け
る
役
割
は
不
明
）
は
、
日
本
の
看
護
婦
十
人
を
招
待
し
た
。
十
四
時
に

十
人
の
看
護
婦
が
到
着
し
た
が
、
グ
ロ
ッ
ペ
が
不
在
の
為
オ
ル
ト
が
そ
の
十
人
の
看
護
婦
と
看
護
職
能
団
体
に
つ
い
て
討
議
し
た
。
こ
の
十

四
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
が
た
て
た
目
標
の
具
体
化

（
日
本
赤
十
字
社
中
央
病
院
）
、
中
道
千
鶴
子
（
公
衆
衛
生
院
）
、
金
子
光
（
厚
生
省
公
衆
保
健
局
）
、
井
上
な
つ
ゑ
（
日
本
赤
十
字
社



358城丸瑞恵:GHQ看護課の占領直後から約六ヶ月間の活動

②
看
護
教
育
審
議
会
の
設
立

領
直
後
か
ら
、
看
護
職
を
一
本
化
し
た
職
能
団
体
結
成
へ
の
働
き
か
け
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
。
早
い
時
期
か
ら
の
積
極
的
関
与
は
、
看

（
抑
）
（
例
）

護
職
能
団
体
が
看
護
職
の
地
位
向
上
に
大
き
な
力
と
な
り
え
る
と
考
え
て
い
た
為
で
あ
り
、
ま
た
一
本
化
に
対
す
る
働
き
か
け
は
、
大
石
が

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
看
護
職
組
織
が
六
つ
あ
り
相
互
に
牽
制
し
あ
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
影
響
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
さ
ら
に
Ｐ
Ｈ
Ｗ
法
律
顧
問
の
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
だ
け
で
は
な
く
Ｐ
Ｈ
Ｗ
全
体
で
、
職
能
団
体

結
成
を
後
押
し
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

戦
前
は
、
保
健
婦
、
産
婆
（
助
産
婦
）
、
看
護
婦
に
関
す
る
規
則
は
、
そ
れ
ぞ
れ
内
務
省
令
ま
た
は
勅
令
と
し
て
出
さ
れ
て
い
た
。
前
述
し

た
よ
う
に
占
領
直
後
か
ら
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
は
厚
生
省
か
ら
看
護
教
育
な
ど
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
行
い
東
京
都
内
の
看
護
教
育
機
関
の
視
察

を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
看
護
教
育
や
看
護
内
容
の
基
準
が
確
立
し
て
い
な
い
と
考
え
、
そ
の
為
法
律
の
基
盤
整
備
に
着
手
し
た
。
そ
の

役
割
を
担
っ
た
の
が
「
看
護
教
育
審
議
会
」
で
あ
る
。

一
九
四
六
年
三
月
二
五
日
に
、
看
護
婦
と
産
婆
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
討
議
す
る
為
に
、
は
じ
め
て
「
看
護
教
育
審
議
会
」
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
は
看
護
婦
養
成
所
・
産
婆
養
成
所
か
ら
日
本
人
教
師
、
ま
た
厚
生
省
と
文
部
省
か
ら
は
そ
の
代
表
、
そ
し
て
日
本
産
婆
会

か
ら
も
代
表
が
出
席
し
た
。
こ
れ
ま
で
一
九
五
○
年
に
発
足
し
た
「
看
護
教
育
審
議
会
」
に
関
す
る
記
録
は
あ
る
が
、
一
九
四
六
年
発
足
時

か
ら
一
九
四
七
年
「
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
令
」
が
公
布
さ
れ
る
ま
で
の
審
議
に
関
し
て
は
、
メ
ン
バ
ー
や
審
議
過
程
に
関
す
る
記
録
が
な

（
兜
）

い
と
さ
れ
て
い
る
。
Ｄ
Ｊ
に
お
い
て
審
議
会
発
足
時
の
記
述
が
み
ら
れ
た
が
、
印
刷
が
不
明
瞭
の
為
メ
ン
バ
ー
や
審
議
内
容
が
十
分
に
把
握

（
調
）

で
き
な
い
。
史
料
で
出
席
を
確
認
で
き
た
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

金
子
光
（
厚
生
省
）
、
井
上
な
つ
ゑ
（
日
本
赤
十
字
社
中
央
病
院
）
、
原
田
静
江
（
東
京
産
婆
会
）
、
市
川
い
し
（
東
京
都
産
婆
会
）
、
橋
本
寛
敏

（
聖
路
加
国
際
病
院
院
長
）
、
原
医
師
（
広
尾
病
院
）

こ
の
会
議
以
後
も
継
続
し
て
討
議
が
行
わ
れ
、
保
健
師
法
、
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
令
、
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
の
制
定
に
関
与
す
る
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事
に
な
る
が
、
審
議
過
程
を
経
時
的
に
実
証
す
る
こ
と
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

③
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
設
立

Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
は
、
日
本
の
看
護
水
準
を
高
め
る
為
に
模
範
と
な
る
教
育
施
設
を
設
立
す
る
計
画
を
た
て
た
。
そ
れ
が
東
京
看
護
教
育
模

範
学
院
と
国
立
岡
山
病
院
附
属
高
等
看
護
学
院
、
そ
し
て
国
立
東
京
第
一
病
院
附
属
高
等
看
護
学
院
で
あ
る
。

最
初
に
設
立
さ
れ
た
の
は
、
東
京
看
護
教
育
模
範
学
院
で
あ
る
。
一
九
四
六
年
四
月
十
一
日
に
開
か
れ
た
「
看
護
教
育
審
議
会
」
で
、
日

本
赤
十
字
社
看
護
婦
養
成
所
（
一
九
四
六
年
六
月
か
ら
日
本
赤
十
字
女
子
専
門
学
校
に
改
称
）
と
聖
路
加
女
子
専
門
学
校
の
両
方
の
機
能
を
含
む
、

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
を
東
京
に
設
立
す
る
討
議
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
出
席
者
全
員
が
「
病
棟
で
十
分
な
実
習
を
行
う

事
が
で
き
る
」
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
設
立
に
賛
成
し
、
こ
の
計
画
は
関
連
当
局
と
連
絡
を
と
り
、
教
育
課
課
長
Ｉ
お
そ

（
弧
）

ら
く
民
間
情
報
教
育
局
（
。
昌
冒
さ
日
〕
呂
目
曽
己
両
目
８
９
コ
艀
昌
○
目
以
下
Ｃ
Ｉ
Ｅ
）
と
思
わ
れ
る
Ｉ
を
含
め
た
同
意
の
後
に
、

（
弱
）

実
施
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
四
月
二
二
日
に
、
Ｐ
Ｈ
Ｗ
か
ら
ウ
ィ
ー
バ
（
言
の
餌
ぐ
①
『
、
Ｐ
Ｈ
Ｗ
次
長
）
、
ザ
コ
ー
ネ
（
腺
ｏ
８
目
①
、
Ｐ
Ｈ
Ｗ
法
律
課
課
長
）
、
オ
ル
ト
、

そ
し
て
日
本
赤
十
字
社
か
ら
は
島
津
忠
承
、
徳
川
圀
順
、
聖
路
加
女
子
専
門
学
校
か
ら
は
橋
本
寛
敏
が
出
席
し
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

（
妬
）

ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
日
本
赤
十
字
社
の
代
表
で
あ
る
徳
川
圀
順
が
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に
つ
い

て
日
本
赤
十
字
社
の
考
え
を
述
べ
て
い
る
が
印
字
が
不
明
の
為
、
内
容
把
握
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

そ
の
後
、
四
月
三
○
日
に
、
徳
川
圀
順
、
橋
本
寛
敏
と
サ
ム
ス
の
三
者
に
よ
っ
て
契
約
が
行
わ
れ
、
一
九
四
六
年
六
月
一
日
に
東
京
の
赤

十
字
中
央
病
院
内
に
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
東
京
看
護
教
育
模
範
学
院
が
設
立
さ
れ
た
。
以
後
、
順
に
一
九
四
七
年
に

（
師
）

国
立
東
京
第
一
病
院
附
属
高
等
看
護
学
院
、
一
九
四
八
年
に
国
立
岡
山
病
院
附
属
高
等
看
護
学
院
が
開
校
す
る
。

④
全
国
の
看
護
教
育
の
調
査

オ
ル
ト
は
、
占
領
直
後
か
ら
主
に
東
京
都
内
の
看
護
教
育
・
養
成
機
関
な
ど
の
調
査
を
行
っ
て
い
た
が
、
一
九
四
六
年
四
月
か
ら
は
全
国
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規
模
の
看
護
教
育
と
看
護
水
準
の
調
査
を
開
始
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
全
国
的
な
看

護
教
育
の
質
向
上
や
そ
れ
を
支
え
る
法
律
制
定
の
為
に
、
十
分
に
日
本
の
看
護
の
実
状

を
把
握
し
よ
う
と
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
の
意
欲
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
調
査
の
皮
切
り

と
な
っ
た
の
が
同
年
四
月
四
日
か
ら
の
神
奈
川
県
の
保
健
婦
調
査
で
あ
り
（
史
料
２
）
、

そ
の
後
、
調
査
は
看
護
婦
、
産
婆
、
保
健
所
等
も
含
め
て
各
県
で
約
一
年
間
行
わ
れ
る

（
犯
）

こ
と
と
な
っ
た
。

⑤
看
護
婦
再
教
育
講
習
会
の
主
催
と
援
助

看
護
課
は
一
九
四
六
年
か
ら
、
す
で
に
働
い
て
い
る
看
護
職
の
「
再
教
育
講
習
会
」

を
開
始
し
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
免
許
既
得
者
の
教
育
水
準
に
統
一
性
が
な
か
っ
た

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
最
初
に
、
Ｄ
Ｊ
・
Ｗ
Ｂ
に
「
再
教
育
講
習
会
」
に
つ
い
て

記
述
さ
れ
た
の
は
、
一
九
四
六
年
四
月
の
第
二
回
「
看
護
教
育
審
議
会
」
で
あ
り
、
看

（
鋤
）

護
婦
指
導
者
の
為
の
短
期
養
成
講
習
会
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
講
習
会

は
、
同
年
五
月
に
始
ま
り
、
一
日
五
時
間
で
週
に
二
回
、
総
計
で
一
四
時
間
の
授
業
が

計
画
さ
れ
た
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
人
看
護
婦
が
こ
の
講
習
会
の
計
画
に
協
力
を
依
頼
さ

れ
、
ま
た
Ｃ
Ｉ
Ｅ
、
Ｐ
Ｈ
Ｗ
、
日
本
赤
十
字
社
、
聖
路
加
病
院
、
厚
生
省
な
ど
が
こ
の

計
画
に
関
与
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
た
。
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収
集
に
着
手
し
た
。
そ
の
情
報
が
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
、
自
ら
積
極
的
に
日
本
赤
十
字
中
央
病
院
な
ど
東
京
都
内
の
看
護
職
養
成
機
関
、

病
院
な
ど
を
視
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
教
育
水
準
が
ア
メ
リ
カ
に
比
べ
低
い
こ
と
、
教
育
の
基
準
や
資
格
取
得
に
関
す
る
基
準
が
な
い
こ
と
、

さ
ら
に
看
護
職
の
職
能
団
体
が
看
護
職
で
は
な
い
男
性
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
と
評
価
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
評
価
に
基
づ
い
て
方

針
を
定
め
、
具
体
的
な
活
動
を
展
開
す
る
。

ま
ず
看
護
職
能
団
体
結
成
へ
の
援
助
で
あ
る
。
占
領
前
は
産
婆
の
み
を
、
組
織
化
の
対
象
に
あ
げ
て
い
た
が
、
占
領
後
は
産
婆
・
保
健
婦
．

看
護
婦
の
一
本
化
を
意
図
し
、
さ
ら
に
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
時
期
よ
り
早
い
時
期
か
ら
活
動
を
展
開
し
た
。
そ
し
て
こ
の
積
極
的
な
活
動

を
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
の
み
な
ら
ず
Ｐ
Ｈ
Ｗ
全
体
も
支
援
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
た
。
こ
の
事
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
及
び
Ｐ
Ｈ
Ｗ
が
、
看

護
改
革
を
行
う
上
で
、
看
護
職
能
団
体
の
力
に
対
し
て
非
常
に
大
き
な
期
待
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

次
に
、
「
看
護
教
育
審
議
会
」
を
発
足
し
、
法
律
制
定
に
着
手
し
た
。
そ
の
様
子
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
史
料
に
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
実
証
で
き
た

が
、
印
字
不
明
の
為
十
分
解
析
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
以
後
の
史
料
の
分
析
に
よ
っ
て
法
律
制
定
ま
で
の
経
時
的
な
展

開
を
解
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
こ
の
「
看
護
教
育
審
議
会
」
に
お
い
て
、
初
め
て
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク

ー
ル
設
立
や
再
教
育
講
習
会
の
検
討
が
行
わ
れ
た
時
の
メ
ン
バ
ー
や
検
討
内
容
を
把
握
で
き
た
。

こ
う
し
た
活
動
と
並
行
し
て
一
九
四
六
年
四
月
か
ら
一
年
間
に
わ
た
っ
て
看
護
教
育
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
為
に
、
神
奈
川
県
か
ら
順
に
全

国
の
看
護
教
育
と
看
護
婦
養
成
機
関
の
実
態
調
査
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
が
、
日
本
の
看
護
の
質
向
上
に
対
し

て
、
積
極
的
に
推
進
役
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
。

こ
の
よ
う
な
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
の
活
動
展
開
の
中
で
、
Ｐ
Ｈ
Ｗ
の
他
の
セ
ク
シ
ョ
ン
（
病
院
管
理
課
・
法
律
課
な
ど
）
と
連
携
を
行
っ
て
い
た

こ
と
、
ま
た
Ｃ
Ｉ
Ｅ
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。



城丸瑞恵:GHQ看護課の占領直後から約六ヶ月間の活動 362

（
１
）
サ
ム
ス
は
一
九
○
二
年
生
ま
れ
で
、
軍
医
と
し
て
の
教
育
・
経
験
を
積
ん
だ
後
に
Ｐ
Ｈ
Ｗ
の
局
長
と
な
る
。
杉
山
章
子
『
占
領
期
の
医
療
改
革
」

四
七
～
五
一
頁
、
勁
草
書
房
、
一
九
九
五
年
、
で
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）
オ
ル
ト
は
、
一
九
○
四
年
生
ま
れ
で
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ズ
看
護
学
校
で
基
礎
看
護
過
程
を
修
了
し
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
石
杉
乃

「
占
領
下
の
日
本
に
お
け
る
看
護
政
策
に
影
響
を
与
え
た
オ
ル
ト
看
護
課
長
の
日
本
進
駐
ま
で
の
経
歴
」
「
東
京
都
立
医
療
技
術
短
期
大
学
紀
要
』

六
号
、
九
一
～
九
八
頁
、
一
九
九
三
年
。

（
３
）
金
子
光
「
初
期
の
看
護
行
政
」
一
四
頁
、
日
本
看
護
協
会
出
版
会
、
一
九
九
二
年

ラ
イ
ダ
ー
島
崎
玲
子
「
日
本
占
領
」
『
看
護
教
育
」
三
一
巻
六
号
、
二
七
頁
、
一
九
九
○
年

大
林
道
子
『
助
産
婦
の
戦
後
』
五
頁
、
勁
草
書
房
、
一
九
八
九
年

（
４
）
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
記
録
し
た
占
領
に
関
す
る
史
料
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
国
立
公
文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
同
国
に
お
い
て
も
一
九
七
四
年
ま
で
公

開
さ
れ
ず
に
い
た
。
Ｐ
Ｈ
Ｗ
文
言
が
、
日
本
か
ら
船
積
み
さ
れ
た
と
き
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
数
は
一
九
○
個
、
奈
良
で
記
録
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

は
二
四
九
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
は
五
、
五
五
六
に
の
ぼ
る
。
こ
の
中
に
は
占
領
前
に
作
成
さ
れ
た
軍
政
要
員
訓
練
用
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
定
期
刊

行
物
、
各
種
報
告
書
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
十
分
整
理
さ
れ
て
い
な
い
。
杉
山
章
子
「
占
領
下
の
公
衆
衛
生
Ｉ
初
期
政
策
を
め
ぐ
っ
て
」
『
医

療
経
済
研
究
会
所
報
』
四
四
号
、
三
四
頁
、
一
九
九
一
年

（
５
）
熊
田
敦
美
「
米
国
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
日
本
占
領
関
係
文
書
に
つ
い
て
」
「
国
立
国
会
図
書
館
月
報
」
一
九
号
、
七
頁
、
一
九
七
七
年

（
６
）
前
掲
「
占
領
下
の
公
衆
衛
生
Ｉ
初
期
政
策
を
め
ぐ
っ
て
」
「
医
療
経
済
研
究
会
所
報
』
、
三
四
頁

（
７
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
「
⑦
函
Ｃ
／
、
○
シ
勺
詞
月
日
号
も
国
弓
ｓ
弓
畠
」

（
８
）
亀
山
美
智
子
他
「
新
版
看
護
学
全
書
別
巻
７
看
護
史
』
一
四
九
頁
、
メ
ヂ
カ
ル
フ
レ
ン
ド
社
、
一
九
九
三
年

（
９
）
前
掲
、
「
新
版
看
護
学
全
書
別
巻
７
看
護
史
』
一
三
六
～
一
三
七
頁

（
、
）
厚
生
省
「
医
制
八
○
年
史
』
八
一
四
頁
、
厚
生
省
医
務
局
、
一
九
五
五
年

（
皿
）
平
尾
真
智
子
『
資
料
に
み
る
日
本
看
護
教
育
史
』
一
三
二
頁
、
看
護
の
科
学
社
、
一
九
九
九
年

（
皿
）
木
下
安
子
「
保
健
婦
の
あ
ゆ
み
」
『
保
健
婦
の
歩
み
と
公
衆
衛
生
の
歴
史
』
一
○
六
頁
、
医
学
書
院
、
一
九
八
五
年

文
献
及
び
注
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（
Ｕ
日
野
秀
逸
『
保
健
活
動
の
歩
み
』
一
九
七
～
二
○
三
頁
、
医
学
書
院
、
一
九
九
五
年

ｇ
大
石
杉
乃
ラ
イ
ダ
‐
島
崎
玲
子
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
公
衆
衛
生
福
祉
局
初
代
看
護
課
長
茄
卜
少
佐
の
里
・
銅
§
ご
’
二
う
で
の
日
本
進
駐
豊

備
」
『
日
本
看
護
科
学
会
誌
』
一
三
巻
三
号
、
二
七
八
頁
、
一
九
九
三
年

届
）
後
に
金
子
は
、
オ
ル
ト
は
日
本
の
看
護
事
情
を
把
握
す
る
為
に
資
料
を
要
求
し
た
が
、
保
健
婦
は
公
衆
衛
生
行
政
の
一
部
で
あ
る
為
資
料
も
あ
っ

た
が
、
看
護
婦
・
助
産
婦
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
資
料
が
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
と
、
Ｄ
Ｊ
の
内
容
と
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
金
子
光
『
看

護
の
灯
高
く
か
か
げ
て
」
八
○
頁
、
医
学
書
院
、
一
九
九
五
年

Ｅ
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
己
頭
Ｃ
／
ｍ
ｏ
Ｐ
勺
詞
①
８
ａ
⑱
己
巴
ご
旨
巨
昌
巴
ｚ
ｏ
．
ｇ
訊
匡

（
Ⅳ
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
司
国
Ｃ
／
、
。
シ
も
”
の
８
ａ
ｍ
ｐ
ｍ
ご
］
○
昌
己
巴
ｚ
○
・
二
訊
巴

通
）
一
九
四
五
年
十
月
二
日
に
「
連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
部
局
設
立
に
関
す
る
一
般
命
令
」
が
出
さ
れ
、
そ
の
中
に
公
衆
衛
生
福
祉
局
に

関
す
る
内
容
も
含
ま
れ
て
お
り
、
政
策
遂
行
の
為
に
厚
生
省
や
国
際
赤
十
字
社
、
経
済
科
学
局
な
ど
と
と
も
に
日
本
赤
十
字
社
と
の
連
携
を
図
る
こ

と
が
指
示
さ
れ
て
い
た
。
高
野
和
基
『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
日
本
占
領
史
二
占
領
管
理
の
体
制
」
一
六
三
頁
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
六
年

⑮
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
己
函
Ｃ
／
⑳
○
Ｐ
弔
詞
の
８
ａ
印
ロ
国
辱
］
○
員
口
巴
ｚ
ｏ
言
訊
巳

苅
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
Ｂ
塵
Ｃ
／
め
○
シ
勺
困
①
８
ａ
の
ロ
由
ご
］
○
巨
冒
四
｝
ｚ
ｏ
，
ｇ
認
巴

訂
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
司
西
Ｃ
／
⑦
○
少
弔
詞
の
８
ａ
の
己
四
号
］
○
昌
口
巴
ｚ
○
・
ｓ
留
些

兎
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
５
国
Ｃ
／
、
。
シ
弔
詞
①
８
ａ
の
ロ
四
号
］
○
貝
ご
巴
ｚ
○
．
言
認
巴

兎
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
扇
国
Ｃ
／
の
。
シ
弔
詞
の
８
ａ
の
ロ
、
ご
旨
匡
昌
巴
ｚ
Ｃ
．
ｇ
認
巴

夙
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
５
国
Ｃ
／
の
⑦
Ｐ
弔
詞
①
８
ａ
⑩
己
四
号
〕
○
胃
ご
里
ｚ
ｏ
．
ｇ
認
些

孟
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
召
函
Ｃ
／
ｍ
ｏ
Ｐ
勺
詞
①
ｏ
ｏ
ａ
ｍ
ｐ
四
号
］
２
日
巴
ｚ
○
・
三
段
竺

茄
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
扇
国
Ｃ
／
の
。
シ
も
”
の
８
ａ
の
ロ
四
号
旨
員
ご
里
ｚ
ｏ
．
ｇ
認
己

方
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
司
函
Ｃ
／
ｍ
ｏ
Ｐ
泊
丙
①
８
ａ
の
ロ
四
号
］
○
匡
目
四
一
ｚ
○
．
二
忠
と

兎
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
扇
国
Ｃ
／
ｍ
ｏ
Ｐ
勺
詞
の
８
ａ
の
ロ
煙
号
］
○
胃
巨
巴
ｚ
○
．
三
望
里

（
鯛
）
大
林
道
子
「
助
産
婦
の
戦
後
」
六
頁
、
勁
草
書
房
、
一
九
八
九
年
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（
犯
）
前
掲
（
鋤
）
二
七
頁

兎
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
冒
国
Ｃ
／
い
○
シ
勺
詞
①
８
ａ
の
ロ
四
号
盲
昌
国
四
］
ｚ
ｏ
，
ｇ
ｇ
ご

（
型
民
間
情
報
教
育
局
は
、
精
神
風
土
、
教
育
、
宗
教
な
ど
の
文
化
的
側
面
の
非
軍
事
化
・
民
、
王
化
を
担
当
し
た
。
竹
前
栄
治
『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
日
本
占
領
史

Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｑ
日
本
占
領
史
序
説
』
四
九
頁
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
六
年

弱
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
召
西
Ｃ
／
の
⑦
シ
勺
”
①
８
ａ
の
ロ
四
号
］
ｏ
目
ご
画
一
ｚ
○
・
二
日
ご

禿
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
扇
函
Ｃ
／
の
○
シ
勺
罰
①
８
ａ
ｍ
ｐ
ｍ
ご
旨
昌
目
］
ｚ
○
．
二
日
且

（
翌
ラ
イ
ダ
ー
島
崎
玲
子
「
被
占
領
下
（
一
九
四
五
’
五
一
年
）
に
お
け
る
日
本
の
看
護
政
策
・
四
中
央
に
お
け
る
看
護
改
革
〔
そ
の
二
〕
」
『
看
護

教
育
」
、
三
一
巻
五
号
、
三
○
五
頁
～
三
○
八
頁
、
一
九
九
○
年

（
翌
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
Ｂ
国
Ｃ
／
⑳
。
シ
弔
詞
⑦
８
ａ
印
弓
⑦
①
室
昌
国
邑
①
罫
〕
ｚ
○
．
９
日
こ

詞
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
司
函
Ｃ
／
、
。
シ
弔
詞
の
８
ａ
の
言
の
①
こ
く
国
邑
①
目
〕
ｚ
ｏ
、
三
日
己

（
鋤
）
Ｊ

（
訓
）
大

七
年 》

‐
Ｊ
・
Ａ
・

大
石
杉
乃

ド
ラ
ン
、
小
野
康
博
・
内
尾
貞
子
訳
『
看
護
・
医
療
の
歴
史
」
三
四
九
頁
、
誠
信
書
房
、
’
九
七
八
年

百
本
産
婆
看
護
婦
保
健
婦
協
会
設
立
の
経
緯
ｌ
Ｇ
Ｈ
Ｑ
史
料
に
基
づ
く
検
証
言
董
四
九
巻
十
三
号
三
石
頁
一
九
九

（
昭
和
大
学
医
療
短
期
大
学
看
護
学
科
）



ActivitiesoftheNursingAffairsDivision/PHW/GHQ/SCAPforRoughly6Months
DurationRightaftertheOccupation

MizueSHIROMARU

NursingAffairsDivision/PHW/GHQ/SCAPwasestablishedonOctober2,1945within
PHW/GHQ/SCAPundertheleadershipofG.E・Alt-DivisionChief,andvariousnursingreforms
werecarriedout.Theobjectiveofthisstudyistoverifyroughly6monthsactivitiesrightafter

theoccupationbytheNursingAffairsDivision/PHW/GHQ/SCAPmainlybygoingoverthe
"DailyJournal"and<LWeeklyBulletin"publishedbyPHW/GHQ/SCAP.Thelistoftopicsofthis
stydyisshownbelow.

1.ReviewofJapanesenursingsituationbyG.E.Alt-NursingAffairsDivision/PHW/GHQ/
SCAPChief,rightafterherarrivalintoJapan.

2.SurveyofnursingeducationinstitutionslocatedinsuburbanTokyo.

3.EarlysupportforthefoundationofNursingOccupationalAbilityGroup.
4.ParticularenvironmentatthetimeoflaunchingNursingEducationalCounci1.

5.ParticularenvironmentatthetimeofestablishingDemonstrationSchoolandwhenthe

evaluationofnursingretrainingwasconductedbyNursingEducationalCouncil.

（
己
寓
）
叩
囚
鰕
抑
与
鰕

槌
澤
朴
侭
幽
骨
画

ｍ
や
め


